
親
子
で
体
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ

親
子
で
体
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ

い
っ
ち
　
に

い
っ
ち
　
にい

っ
ち
　
に

い
っ
ち
　
にＡ

Ｃ
Ｐ
で
か
ら
だ
を
動
か
す
遊
び
（

Ａ
Ｃ
Ｐ
で
か
ら
だ
を
動
か
す
遊
び
（
１４１４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

２０２１
令
和
３
年
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　町議会臨時会が11月26日に開催され、専決処
分の承認や一般会計補正予算等について審議が
行われました。

歳　入 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容

国庫支出金 １，８８６万２千円 ４億７，３９０万３千円 新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金／
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金

計 １，８８６万２千円 ５３億５，０５４万５千円

歳　出 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容

衛 生 費 １，８８６万２千円 ４億１，７３２万４千円 個別接種委託料／通信運搬費／
コールセンター受付業務等委託料

計 １，８８６万２千円 ５３億５，０５４万５千円

　令和３年度中山町一般会計補正予算（第６号）については、急きょ施行を必要としたため、地方自治
法第179条第１項の規定により専決処分しました。同条第３項の規定により今議会で承認を求め、歳入
歳出予算の総額にそれぞれ１，８８６万２千円を追加し、予算総額を５３億５，０５４万５千円とする補正予算が承
認されました。

１.専決処分の承認

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，２８５万９千円を追加し、予算総額を５３億６，３４０万４千円とする補正予
算が可決されました。

２.令和３年度中山町一般会計補正予算（第７号）

歳　入 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
国庫支出金 ９85万９千円 ４億８，３７６万２千円 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
繰 入 金 ３００万円 １億６，８８９万５千円 財政調整基金繰入金
計 １，２８５万９千円 ５３億６，３４０万４千円

歳　出 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
議 会 費 △１１万９千円 ７，４６９万３千円 職員手当等
総 務 費 △１１９万９千円 １億４６万５千円 職員手当等

民 生 費 △１０９万８千円 １５億４，４３０万８千円 職員手当等／国民健康保険特別会計繰出金／
介護保険特別会計繰出金

衛 生 費 △２５万円 ４億１，７０７万４千円 職員手当等
農林水産業費 ８３万７千円 １億６，３７８万２千円 職員手当等／町内産農産物消費応援事業費補助金

商 工 費 １，０５６万４千円 ２億５，２０２万３千円 産業持続化支援金／新・生活様式対応支援事業費補助金／
施設用備品

土 木 費 ５２１万７千円 ５億９，６０５万７千円 修繕料／公共下水道事業特別会計繰出金
教 育 費 △５３万４千円 ５億９３２万４千円 職員手当等
予 備 費 △５５万９千円 １，８２３万８千円
計 １，２８５万９千円 ５３億６，３４０万４千円

　３つの特別会計について補正予算が提案され、いずれも可決されました。

３.令和３年度特別会計補正予算（第２号）

区　　　分 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
国民健康保険（第２号） △３３万２千円 １２億４，９８５万１千円 職員手当等
介 護 保 険（第２号） △１８万１千円 １３億２，９７６万９千円 職員手当等
公共下水道事業（第２号） △１３万７千円 ５億８２５万５千円 職員手当等

町 議 会町 議 会
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第４９回衆議院議員総選挙　開票結果
　第４９回衆議院議員総選挙は１０月１９日に公示さ
れ、１０月３１日に投開票が行われました。
　当町の開票結果は次のとおりです。
■当日の有権者数
　９，４６７人　（男４，６１１人、女４，８５６人）
　�小選挙区選出議員選挙…投票率６６．４８％
（総投票者数６，２９４人）

　�比例代表選出議員選挙…投票率６６．４４％
（総投票者数６，２９０人）

■小選挙区選出議員選挙（得票順）
　・えんどう　利明（自由民主党）……… ３，８８４票
　・原田　まさひろ（立憲民主党）……… ２，３３３票
■比例代表選出議員選挙
　（上位６政党・得票順・小数点以下切り捨て）
　・自由民主党…２，６０４票　・立憲民主党…１，４９１票
　・公明党…………７２６票　・国民民主党……３２６票
　・日本共産党……２９５票　・日本維新の会…２６４票

◦一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　⇒‌�一般職の職員および再任用職員の給与の改定を行うため。
◦特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　⇒‌�一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図るため。

４.条例の制定

町 議 会町 議 会

　１１月１８日、山形テルサで第４７回山形県統計大会が開催され、長年にわたり統計調査業務の発展に尽力
していただいた統計功労者へ、表彰状および感謝状が授与されました。また、昨年度退職されました大
津昭七さん（柳沢）に退職感謝状が贈られました。

戸田　賢次さん
（新田町）

山形県統計協会長 表彰 厚生労働省政策統括官 表彰

橋本　正之さん
（新田町）

　統計調査に１５年以上
従事し、国勢調査や農
林業センサスなど様々
な調査でご尽力されて
います。

　統計調査に２０年以上
従事し、毎月勤労統計
調査をはじめ、様々な
調査でご尽力されてい
ます。

　１１月２４日、文翔館で行われた秋の叙勲・褒章伝達式で、元町
議会議長の佐東貞美さん（土橋）に、旭日双光章が受与されま
した。佐東さんは、平成３年に町議会議員に初当選以来、議長
や副議長、議会運営委員会委員長などの要職を歴任され、２９年
の長きにわたって様々な地域課題に取り組み、地方自治の発展
に多大な功績を残されたことから、今回の受章となりました。
　佐東さんは「家族や周囲に支えられ、大変貴重な章をいただ
くことができました。感謝の気持ちでいっぱいです」と喜びを
語りました。

円滑な統計調査に多大な功績 令和３年度山形県統計協会表彰

地方自治の発展に貢献 秋の叙勲 旭日双光章を受章
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町民町民のの
皆さん皆さんからのからの声声

■‌�

当
初
、
接
種
予
約
で
混
乱
が

生
じ
た
こ
と
に
対
す
る
改
善

等
の
ご
要
望
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
に
つ
い
て
は
、
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
４
月
５
日

か
ら
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
つ

な
が
り
づ
ら
い
等
の
お
叱
り
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話

回
線
の
増
設
や
、
予
約
可
能
年

齢
の
整
理
な
ど
、
で
き
る
だ
け

混
乱
の
な
い
よ
う
対
応
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
６
月
か
ら

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
接

種
予
約
も
始
め
ま
し
た（
現
在
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
休
止

中
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て

■‌�

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
わ

か
り
や
す
い
情
報
提
供
等
の

ご
要
望
に
つ
い
て

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
町
内

接
種
件
数
を
毎
週
更
新
・
公
開

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
情
報
全
般
に
つ
い
て
、
き

め
細
や
か
な
情
報
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
副

作
用
に
つ
い
て
は
、
接
種
券
送

付
の
際
に
説
明
書
を
同
封
し
て

い
る
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
厚
生
労
働
省
の
説
明

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
先
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■‌�
接
種
の
実
施
ス
ピ
ー
ド
の
加

速
化
等
に
関
す
る
ご
要
望
に

つ
い
て

　
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
の
ワ
ク
チ

ン
配
分
計
画
に
の
っ
と
り
、
実

施
可
能
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
協
力
医
療
機
関
等
と
協
議
し

な
が
ら
決
定
し
て
い
ま
す
。
最

新
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
随
時
、
広
報
紙
や
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

Q 

防
災
行
政
無
線
の
内
容
が

聞
き
取
れ
な
い
で
す
。
戸
別
受

信
機
購
入
希
望
者
に
補
助
が
出

る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

の
屋
外
拡
声
は
、
距
離
や
方
位

に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
内
容
が
わ
か
る

よ
う
調
整
を
重
ね
て
い
き
ま
す

が
、
屋
内
に
つ
い
て
は
明
瞭
に

音
声
が
到
達
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
放
送
を
聞
き
逃
し

た
際
に
は
☎
６
６
３
‐
３
５
８

５
（
自
動
応
答
）
に
電
話
し
て

い
た
だ
く
と
、
放
送
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
は
、
販
売
お
よ
び
補
助

を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
７５
歳
以
上
の
単
身

世
帯
に
順
次
配
布
し
て
お
り
、

来
年
度
以
降
は
、
７５
歳
以
上
の

防
災
無
線
に
つ
い
て

貴重なご意見をありがとうございます

　町には、町民の皆さんからたくさんご意見やご要
望・ご提案が寄せられます。町では、氏名・住所お
よび電話番号の記載のあるものには、その方へ回答
をお返ししています。また、その記載がなくても、
そのご意見に対して町での対応をまとめています。
今回は令和３年４月から９月までにいただいた意見
と町の回答を、抜粋・要約して掲載します。
　なお、ご意見が多かった内容については、テーマ
を■で示し、町の対応を掲載しています。

　令和３年度上半期（令和３年４
月～９月）は、匿名の方を含めて、
全部で５４件のご意見をいただきま
した。

ひまわり
直 行 便

ひまわり
ポ ス ト

ホームページ
お問い合わせ
メール

その他
ハガキ　手紙
電話　ＦＡＸ

町 政 関 係 ３７ １ ２ ２
職 員 関 係 １
町関連団体 １ １
そ の 他 ６ ２ １
計 ４４ １ ５ ４

令和３年度上半期のご意見等の件数

3.12.153.12.15 4

広報なかやま広報なかやま



▲‌�旧国道１１２号

み
の
世
帯
へ
配
布
先
を
拡
大
す

る
予
定
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
「
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ

ナ
ル
（@

InfoCanal
）」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
と
、

放
送
内
容
と
同
じ
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

Q 

上
町
交
差
点
の
信
号
機
は
現

在
押
ボ
タ
ン
式
で
す
が
、
毎
年

何
件
か
車
同
士
の
衝
突
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
普
通
の
信
号

機
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

当
該
信
号
機
は
、
歩
行
者

が
道
路
を
安
全
に
横
断
す
る
た

め
の
押
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
で

す
。

　
東
西
に
走
る
旧
国
道
１
１
２

号
と
南
北
に
走
る
県
道
長
岡
・

中
山
線
を
比
較
す
る
と
、
旧
１

１
２
号
の
交
通
量
が
多
く
、
定

周
期
式
の
信
号
機
に
変
更
し
て

し
ま
う
と
、
主
道
路
の
車
を
不

必
要
に
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
時
点
で
は
変
更
す

る
要
望
を
県
警
察
等
に
出
す
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
両
路
線
の
交
通
量
が

変
化
し
同
程
度
の
交
通
量
と

な
っ
た
時
に
は
、
地
域
住
民
の

方
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
警

察
や
公
安
委
員
会
等
の
関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

Q 

議
会
中
継
を
行
う
予
定
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
町
や
議

員
の
考
え
方
・
討
論
内
容
を
町

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

以
前
か
ら
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
関
す
る
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
ま

で
検
討
事
項
と
し
て
協
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
等
に
関
し
て
現
時

点
で
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
内
の
他
市
町

村
の
議
会
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
状
況
は
、
当
議

会
で
も
把
握
し
て
お
り
、
今
後

と
も
実
現
に
向
け
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
議
会
事
務
局
）

Q 

朝
か
ら
晩
ま
で
道
の
両
脇

で
野
焼
き
を
し
て
い
る
方
が
い

て
、
煙
の
悪
臭
が
染
み
つ
き
、

煙
で
真
っ
白
に
な
り
視
界
が
奪

わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
町
内
で
野
焼
き
は
禁
止

さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
野
焼
き
は
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
ず
野
焼

き
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、

煙
の
量
や
に
お
い
が
近
所
迷
惑

と
な
る
場
合
は
中
止
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
近
所
迷
惑
と
な
る
野
焼

き
は
行
わ
な
い
よ
う
広
報
紙
等

で
啓
発
し
て
い
く
と
と
も
に
、

農
家
の
方
へ
指
導
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

�
（
担
当　
住
民
税
務
課
）

Q 

税
金
や
公
共
料
金
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
払
い
が
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

町
で
は
、現
在
、町
税
（
個

人
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
）
お
よ
び
保
険
料
（
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
）
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
方

法
と
し
て
、
役
場
会
計
室
ま
た

は
金
融
機
関
の
窓
口
で
直
接
納

付
し
て
い
た
だ
く
方
法
の
ほ
か
、

ご
指
定
の
金
融
機
関
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る

口
座
振
替
の
方
法
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
税
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
領

収
書
や
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書
（
車
検
用
）
の
発
行
を
伴
わ

な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
に

信
号
機
に
つ
い
て

町
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
に
つ
い
て

野
焼
き
に
つ
い
て

税
金
・
公
共
料
金
の
支
払
い

に
つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声
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▲‌�達磨寺から長崎小学校まで設置されているグリーンベルト

出
向
か
な
く
て
も
町
税
お
よ
び

保
険
料
を
納
付
で
き
る
便
利
な

方
法
で
す
の
で
、
導
入
に
つ
い

て
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
等

を
整
理
す
る
な
ど
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※�

国
の
方
針
決
定
に
よ
り
、
全

国
統
一
規
格
で
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
使
用
し
た
地
方
税

の
納
付
が
令
和
５
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
で
は
そ
の
開
始
に

あ
わ
せ
て
町
税
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

�

（
担
当　
住
民
税
務
課
）

Q 

東
根
市
や
寒
河
江
市
の
工

業
団
地
に
は
新
会
社
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
山
町
の
団

地
に
は
倉
庫
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
雇
用
に
結
び
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
地
盤
が
軟
ら
か
く
震

度
が
高
く
出
て
し
ま
う
の
が
企

業
進
出
が
た
め
ら
わ
れ
る
要
因

の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

１０
年
後
、
明
る
い
中
山
町

に
な
る
た
め
に
は
、町
の
産
業
、

農
業
が
豊
か
に
な
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
日
中
、
町

に
い
る
人
が
豊
か
で
な
け
れ
ば

健
康
で
輝
く
町
に
は
な
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
町
の
顔
は
役
場
で

あ
り
、
他
市
町
や
県
外
の
人
が

見
る
の
は
役
場
で
す
。
早
く
新

し
く
す
れ
ば
、
職
員
が
胸
を

張
っ
て
働
け
て
、
立
派
な
人
材

も
集
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

第
６
次
総
合
発
展
計
画
で

は
、「
活
気
と
交
流
を
生
み
出

す
産
業
が
成
長
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
て
お
り
、町
の
活
気
・
魅
力
・

愛
着
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
町

内
企
業
の
事
業
支
援
や
雇
用
の

場
の
確
保
な
ど
、
産
業
振
興
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
１０

年
後
、
町
が
明
る
く
に
ぎ
わ
う

た
め
に
も
、
産
業
が
活
発
で
、

み
ん
な
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
働

け
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
６
次
総
合
発
展
計

画
で
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
町
有
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。
特

に
、
役
場
庁
舎
更
新
に
つ
い
て

は
、
中
心
的
な
テ
ー
マ
の
１
つ

と
捉
え
、
町
の
顔
と
な
る
施
設

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
今
後
そ
の
よ
う
な
議
論

が
行
わ
れ
る
機
会
が
到
来
し
た

折
に
は
、「
地
盤
の
強
度
」
を

含
め
た
安
全
性
を
重
要
な
要
素

と
捉
え
、
立
地
先
の
検
証
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
（
担
当　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　

 

産
業
振
興
課
）

Q 

中
山
町
で
は
歩
道
の
な
い

道
を
歩
い
て
登
下
校
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
歩
道

の
あ
る
道
を
行
き
来
す
る
よ
う

指
導
す
る
の
も
い
い
で
す
が
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
歩
け
る
よ

う
歩
道
の
整
備
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
少

し
で
も
新
し
い
時
代
に
適
応
し

た
学
校
に
通
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
長
崎
小
学
校
を
始
め
役

場
、
公
民
館
な
ど
早
期
に
建
て

替
え
の
検
討
を
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

通
学
路
の
交
通
安
全
に
つ

い
て
は
、
学
校
関
係
者
並
び
に

国
や
県
、
町
の
道
路
管
理
者
や

警
察
な
ど
と
合
同
で
、
現
地
で

の
安
全
点
検
の
実
施
や
対
策
検

討
、
そ
の
後
の
実
施
状
況
の
把

握
等
の
会
議
を
年
に
２
回
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
で

年
度
初
め
や
月
ご
と
に
交
通
安

全
指
導
を
行
う
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
と
ソ
フ
ト
面
か
ら
交
通
安
全

対
策
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
道

路
の
幅
員
が
十
分
で
な
く
、
家

屋
が
連
担
し
て
い
る
な
ど
歩
道

の
設
置
が
難
し
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設

置
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い

て
は
、
築
４０
年
以
上
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
耐
震
補
強
工
事
や

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
へ
の
対
応
工
事
な
ど
、

必
要
な
改
修
等
を
実
施
し
な
が

ら
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
各
所
と
連
携
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
登
下
校
の

安
全
確
保
と
学
習
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
（
担
当　
総
務
広
報
課

　
　
　
　
　
　

 

総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　

 

建　
設　
課

　
　
　
　
　
　

 

教　
育　
課
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

Q 

小
塩
か
ら
豊
田
小
学
校
ま

で
の
通
学
路
が
遠
い
上
に
暗
い

で
す
。
街
灯
を
増
や
す
と
か
、

送
迎
バ
ス
を
出
す
な
ど
、
検
討

し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

今
後
、
教
育
委
員
会
と
し

て
、
現
在
通
っ
て
い
る
児
童
の

登
下
校
状
況
の
確
認
や
地
域
の

第
６
次
中
山
町
総
合
発
展

計
画
に
つ
い
て

学
校
・
通
学
路
に
つ
い
て
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▲‌�ルールおよびマナーを守ってご利用ください

方
の
ご
意
見
を
伺
う
な
ど
し
て
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
課
と
も
連

携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安

全
に
通
学
、
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当 
教
育
課
）

Q 

近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム

と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
公
園
の

キ
ャ
ン
プ
利
用
者
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
夜
の
騒
音
、
ご
み
の

放
置
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反
も
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
の
対

策
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
で
き
れ
ば
町

民
の
み
の
利
用
を
希
望
し
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

最
上
川
中
山
緑
地
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
な
か
や
ま
７

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
、

国
土
交
通
省
か
ら
許
可
を
得
て

設
置
し
て
い
る
都
市
公
園
で
す
。

ま
た
、
緑
地
以
外
の
最
上
川
の

堤
防
敷
、
高
水
敷
お
よ
び
低
水

路
（
河
川
区
域
）
は
全
て
国
土

交
通
省
の
管
理
と
な
り
、
そ
の

範
囲
に
お
い
て
、
違
法
行
為
や

危
険
な
行
為
を
除
き
、
利
用
者

の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
緑
地
の
利
用
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
１３
日
早

朝
、
９
月
２０
日
早
朝
お
よ
び
９

月
２１
日
午
前
１０
時
に
確
認
し
て

い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

次
の
と
お
り
回
答
申
し
上
げ
ま

す
。

①�

芋
煮
会
の
制
限
に
つ
き
ま
し

て
は
、
緑
地
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
は
、
芋
煮
会
行
為
を
見

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
山

形
県
の
呼
び
か
け
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
自
粛
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
も
十
分
確
保
し
て
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

②�

ル
ー
ル
お
よ
び
マ
ナ
ー
の
順

守
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用

上
の
注
意
（
ご
み
の
持
ち
帰

り
・
騒
音
・
直
火
禁
止
・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
徹
底
）
を
、
既
存
の

看
板
を
改
修
し
４
か
所
に
掲

示
し
て
い
る
ほ
か
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て

い
ま
す
。

③�

長
崎
大
橋
下
で
の
直
火
に
よ

る
焚
火
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
土
交
通
省
に
も
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
等
の

注
意
喚
起
を
含
め
、
警
察
に

よ
る
巡
回
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
（
担
当　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　

 

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　

 

建　
設　
課

 　
　
　
　
　
　
教　
育　
課
）

Q 

ラ
イ
ズ
付
近
か
ら
達
磨
寺

地
区
入
口
の
国
道
両
脇
の
雑
草

を
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

国
道
１
１
２
号
沿
い
の
除

草
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
速
や
か
に
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
国
道
１
１
２
号
沿
い

に
は
、「
町
内
緑
い
っ
ぱ
い
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
来
町
さ

れ
る
皆
様
を
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
町
の

花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
植
栽
し
て

い
ま
し
た
。
毎
年
８
月
の
お
盆

の
時
期
に
満
開
と
な
る
よ
う
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
花
期

間
が
短
く
管
理
経
費
が
膨
ら
む

こ
と
か
ら
、
事
業
内
容
を
見
直

し
、
町
の
玄
関
と
な
る
国
道
１

１
２
号
の
向
新
田
交
差
点
付
近

の
「
も
し
も
し
ピ
ッ
ト
」
周
辺

と
、
長
崎
大
橋
交
差
点
付
近
の

花
壇
に
集
中
し
て
花
を
植
栽
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
花
「
ひ
ま
わ

り
」
は
景
観
形
成
作
物
と
し
て

町
内
で
の
植
栽
を
奨
励
し
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
近
年
は
羽
前

長
崎
駅
西
側
に
若
手
農
家
の
皆

さ
ん
に
よ
り「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
緑
豊
か
な
快
適
な

公
共
空
間
と
し
て
管
理
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

Q 

毎
年
同
じ
花
で
良
い
の
で

す
が
も
う
少
し
明
る
い
花
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。
来
年
か
ら
は

別
の
種
類
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し
た

箇
所
（
国
道
１
１
２
号
向
新
田

交
差
点
付
近
）
の
国
道
脇
の
植

栽
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３

年
度
は「
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ（
赤
・

白
・
ピ
ン
ク
）」
と
「
セ
ン
ニ

チ
コ
ウ
（
紫
色
）」
を
植
え
て

い
ま
す
。
当
初「
ジ
ニ
ア（
フ
ァ

イ
ア
）」
と
「
ジ
ニ
ア
（
チ
ェ

リ
ー
）」
の
植
栽
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
生
育
が
悪
く
代

替
え
と
な
り
ま
し
た
。
い
た
だ

最
上
川
中
山
緑
地
に

つ
い
て

国
道
１
１
２
号
沿
い（
ひ
ま

わ
り
ロ
ー
ド
）に
つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声
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い
た
ご
意
見
は
、
今
後
植
栽
す

る
品
種
の
選
定
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
（
担
当　
建
設
課
）

Q 

隣
宅
が
何
年
も
空
き
家
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
る
が

屋
根
ま
で
伸
び
て
草
も
生
い

茂
っ
て
お
り
、
蚊
が
た
く
さ
ん

発
生
し
て
い
る
状
態
で
す
。
草

だ
け
で
も
き
れ
い
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
連
絡
し
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

町
で
は
個
人
の
敷
地
内
の

草
刈
り
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
所
有
者
が
明
ら
か

な
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
所
有

者
へ
適
正
管
理
の
依
頼
を
し
て

い
ま
す
。
所
有
者
へ
は
適
正
管

理
を
依
頼
す
る
文
書
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
所
有
者
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
る
の
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
依
頼
し
て
も
な
か
な

か
ご
対
応
い
た
だ
け
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
ば
ら

く
様
子
を
見
ま
し
て
、
対
応
さ

れ
な
い
場
合
、
再
度
適
正
管
理

の
依
頼
を
行
い
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

Q 

石
子
沢
川
沿
い
の
雑
草
が

伸
び
放
題
な
の
で
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
は
水
か
さ
が
増
し
や
す
く
非

常
に
危
険
で
、
近
隣
の
住
宅
は

と
て
も
不
安
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

河
川
内
の
堆
積
土
砂
お
よ

び
雑
草
は
流
下
水
量
に
影
響
し

ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、
石

子
沢
川
上
流
部
の
管
理
者
で
あ

る
山
形
県
に
対
し
て
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
７
月
７
日
に

町
長
と
町
議
会
議
長
が
山
形
県

知
事
お
よ
び
村
山
総
合
支
庁
長

に
直
接
要
望
を
行
い
、
県
か
ら

は
「
今
年
度
も
堆
積
箇
所
の
掘

削
、
支
障
木
の
撤
去
を
行
う
。

溜
ま
っ
て
い
る
箇
所
か
ら
適
切

に
対
応
す
る
」
と
の
回
答
を
い

た
だ
い
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
、

８
月
下
旬
に
石
子
沢
川
上
流
部

の
浚
渫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
子
沢
川
下
流
部
の

管
理
者
で
あ
る
国
に
対
し
て
浚

渫
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
６
月

１５
日
に
町
長
と
町
議
会
議
長
が

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

に
出
向
き
直
接
要
望
を
行
い
、

国
か
ら
は
「
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
す
る
」
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
の
東
日
本

台
風
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
と

い
っ
た
激
甚
災
害
を
踏
ま
え
、

最
上
川
流
域
の
関
係
者
が
協
働

し
て
治
水
対
策
を
行
う
た
め
、

国
、
県
、
市
町
村
お
よ
び
関
係

機
関
に
よ
り
、
最
上
川
流
域
治

水
協
議
会
を
設
立
し
「
最
上
川

中
流
・
上
流
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
推
進

し
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
は
、今
後
、計
画
的

に
最
上
川
本
流
の
水
位
を
低
下

さ
せ
る
た
め
、
下
流
部
で
の
大

規
模
な
河
道
掘
削
の
ほ
か
、
堤

防
整
備
、遊
水
地
改
良
や「
田
ん

ぼ
ダ
ム
」の
取
り
組
み
な
ど
、流

域
全
体
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を

図
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　
　
（
担
当　
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　

 

建　
設　
課
）

Q 

豊
田
地
内
の
町
道
お
よ
び

農
道
に
つ
い
て
、
側
溝
が
土
砂

や
草
木
で
埋
も
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
の
で
、
確
認
し
て
ほ
し

い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

農
道
の
草
刈
り
や
農
道
側

溝
の
泥
上
げ
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
等
で
維
持
管
理
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

受
益
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
困

難
に
な
っ
て
い
る
農
道
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
町
道
の
側
溝
清
掃
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
部
を
令
和
元
年
度

に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和

２
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
山

間
部
の
道
路
側
溝
へ
の
土
砂
の

流
入
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
単
年
度

で
の
全
町
道
側
溝
の
清
掃
は
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
優
先
順
位

を
付
し
年
次
計
画
に
よ
り
行
っ

空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て

石
子
沢
川
の
雑
草
に

つ
い
て

側
溝
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は…

❶ ひまわりポストをご利用ください
　役場１階ロビー、中央公民館受付窓口、保健福
祉センター受付窓口に設置してあります。備え付
けの用紙に記入し、ポストに入れてください。
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て
い
ま
す
。 

　
　
　
（
担
当　
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　

 

建　
設　
課
）

Q 

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
で
す
。
病
児
保
育
・

妊
婦
へ
の
風
し
ん
補
助
・
保
育

園
の
副
食
無
料
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
内
容
充
実
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
地
域
内

に
し
か
い
ら
れ
な
い
子
育
て
世

帯
へ
の
気
遣
い
、
暮
ら
し
や
す

さ
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

子
育
て
に
対
し
て
負
担
軽

減
で
き
る
よ
う
施
設
の
広
域
的

利
用
や
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
例

示
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
病
児
保
育
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
山
形

市
、
上
山
市
、
天
童
市
、
寒

河
江
市
、
村
山
市
、
東
根
市
、

尾
花
沢
市
、河
北
町
の
病
児
・

病
後
児
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●�

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
へ
の
補
助
に
つ
い
て

　
町
民
で
妊
娠
を
希
望
さ
れ

る
該
当
年
齢
（
２６
～
５０
歳
）

の
方
と
そ
の
同
居
家
族
お
よ

び
低
抗
体
価
の
妊
婦
の
同
居

家
族
へ
の
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
助
成
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
方
に
対
し
て
県
の
制

度
に
の
っ
と
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

●�

保
育
園
、
幼
稚
園
の
副
食
費

無
料
に
つ
い
て

　
今
年
度
、
な
か
や
ま
保
育

園
お
よ
び
な
が
さ
き
幼
稚
園

に
入
園
し
て
い
る
３
歳
以
上

児
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
お

け
る
経
済
的
負
担
軽
減
対
策

と
し
て
令
和
３
年
９
月
分
か

ら
７
か
月
間
の
副
食
費
の
減

免
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
次

年
度
以
降
の
副
食
費
減
免
に

つ
い
て
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

●�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
が
、
今
後
の
状

況
に
応
じ
て
事
業
の
再
開
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課
）

Q 

１
回
の
給
油
に
１
枚
し
か

使
え
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

複
数
枚
使
え
る
よ
う
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

福
祉
給
油
券
に
つ
い
て
は
、

心
身
障
が
い
者
の
方
が
自
家
用

車
を
利
用
し
、
社
会
参
加
と
生

活
圏
の
拡
大
を
進
め
る
た
め
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
心
身
障
が
い
者
の
方

が
よ
り
多
く
の
機
会
に
社
会
参

加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

１
回
に
利
用
で
き
る
給
油
券
を

１
枚
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
活
圏
の
拡
大
お
よ

び
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
１

回
の
利
用
枚
数
の
制
限
に
関
し

て
は
、
今
後
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課
）

Q 

ゆ・ら・ら
温
泉
入
浴
料
の

割
引
を
６５
歳
以
上
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

入
浴
料
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者

の
方
が
温
泉
を
活
用
し
健
康
で

心
豊
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
現
在
は
健
康
で
６５

歳
を
過
ぎ
て
も
お
仕
事
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
増
え
て
き

て
お
り
、
町
で
は
、
７０
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
の
制
度
見
直

し
の
際
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�

（
担
当　
健
康
福
祉
課
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

福
祉
給
油
券
に
つ
い
て

ゆ・ら・ら
入
浴
料
の
助
成

に
つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声

町へご意見などある場合は…
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▲‌�惣右衛門家住宅でお茶の稽古

Q 

旧
柏
倉
家
住
宅
関
連
予
算

が
令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
７

１
５
１
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
修
正
後
で
も
１
３
０
０

万
円
の
お
金
が
使
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
①
過
去
の
来
場

者
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、

②
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A ①
過
去
の
来
場
者

・
旧
柏
倉
家
住
宅

　
令
和
２
年
度
…
１
８
７
６
人

　
令
和
３
年
度
１１
月
１４
日
ま
で

�

…
１
１
４
２
人

・
旧
柏
倉
惣
右
衛
門
家
住
宅

　
令
和
２
年
度
…
１
４
４
６
人

　
令
和
３
年
度
１１
月
１４
日
ま
で

�

…
利
用
者
１
９
２
人

�

一
般
公
開
は
休
止
中

②
今
後
の
展
望

　
旧
柏
倉
家
住
宅
は
、
第
６
次

中
山
町
総
合
発
展
計
画
で
示
し

て
い
る
町
の
将
来
像
を
目
指
し
、

町
民
が
関
わ
り「
郷
土
の
誇
り
」

と
思
え
る
よ
う
な
文
化
エ
リ
ア

の
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
旧
柏
倉
家
住
宅
は
町

の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
上
で
重

要
な
現
存
す
る
資
産
で
あ
り
、

教
育
に
と
っ
て
必
要
な
場
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
の
各

授
業
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
郷

土
愛
を
育
む
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
旧
柏
倉
惣
右
衛
門
家
住
宅
に

つ
い
て
は
「
関
係
人
口
を
生
み

出
す
交
流
施
設
」
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
が
ル
ー
ル
の

範
囲
内
で
自
由
な
発
想
で
お
使

い
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て

お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
は
誇
り
の
持
て
る
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
旧
柏
倉
家
住

宅
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
強

化
し
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド（
町

に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
）を
育
む

た
め
の
一
方
策
と
し
て
保
存
・

利
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

Q 

お
知
ら
せ
版
に
令
和
３
年

６
月
末
で
廃
止
と
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
の
利
活
用

は
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

近
年
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
主
な
利
用
者

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
同

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
維

持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
る
と

と
も
に
、文
化
財
資
料
の
整
理
・

保
存
作
業
場
所
な
ど
に
活
用
す

る
た
め
、
令
和
３
年
６
月
末
を

も
っ
て
一
般
へ
の
供
用
を
止
め
、

同
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

Q 

今
後
、
利
用
者
が
カ
ー
ド

を
忘
れ
て
も
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

仮
の
貸
出
票
や
カ
ー
ド
番
号
を

調
べ
る
な
ど
で
対
応
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

A 

中
山
町
立
図
書
館
「
ほ
ん

わ
館
」
で
は
図
書
館
の
シ
ス
テ

ム
を
使
い
、
図
書
館
利
用
者

カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
本
人
確
認
や
本
の
貸

出
に
関
す
る
手
続
き
を
簡
素
化

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
利
用
者

カ
ー
ド
を
忘
れ
て
き
た
場
合
の

貸
出
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
カ
ー
ド
を
忘
れ
て
き
た

場
合
も
貸
出
が
行
え
る
よ
う
検

討
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

旧
柏
倉
家
住
宅
関
連
の

予
算
に
つ
い
て

勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

ほ
ん
わ
館
貸
出
方
法
に

つ
い
て

特集：特集：町民の皆さんからの声町民の皆さんからの声

❸ 町公式ホームページから…
トップページ下の「ひまわり直行便」の
バナーをクリックしてください。

❹ 手紙で…
〒９９０–0４９２　中山町大字長崎１２０
中山町役場総務広報課庶務広報グループ お問い合わせ先　総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２–２２２３

●‌�お寄せいただいたご意見は、個人情報を除いて、町の考え方とともに
広報紙などに掲載させていただく場合があります。あらかじめご了承
ください。
●‌�皆さんの個人情報は適切に管理し、寄せられた内容に関してお問い合
わせ等させていただく以外の目的に利用することはありません。
●‌�氏名・住所・電話番号が明記されているものには、町からの回答を送
付させていただきます。記載のないものには送付できませんので、送
付希望の場合は記入をお願いします。

町へご意見などある場合は…
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火焚きをする筆者

　山形２年目の冬。去年ほどではないものの少し身構えている稲垣です。今回は温
かいお話をしたいと思います。
　九左衛門家には囲

い ろ り

炉裏や大きなカマドがあり、暖房の少ない昔の暮らしではとて
も温かい場所で、ご飯を作って家族で囲む場としてもぬくもりのある場所でした。

私たち地域おこし協力隊です！ No.42

●協力隊への問い合わせ先●　伊藤 ☎６６２－２１１４（産業振興課）／ 稲垣 ☎６６２－２2３５（教育課）

東日本では囲炉裏だけ、西日本ではカマドだけを設ける民家が多く、東西文化の違いの一つとして様々
な研究がなされています。

いいななががきき

　気密性の高い現代の家と違い、古民家にはわずかに隙間が生じてしまいます。
これこそ古民家が寒い理由の一つですが、わずかな隙間があることで煙の排気
ができ、屋内で火を焚くことができます。囲炉裏やカマドの火焚きは古民家の
維持管理をする上でも重要で、私も学生時代から古民家で囲炉裏の火焚きをし
てきました。この火焚きの作業は１２月から冬期休館になっても柏倉家住宅で行
う大事な仕事の一つです。
　ところで、三重県では「ご飯をかす」という言葉を使います。お米を洗って
炊くことですが、他地域の方に伝わらないことが多いです。「炊

かし

ぐ」という古
語の名残とされ、「ご飯をかしぐ」という言い方なら東北にも残っているそう
です。

第１７4話 本町域の私塾・寺子屋③第１７4話 本町域の私塾・寺子屋③

柏
倉
南な
ん
き
ゅ
う邱
塾

　
柏
倉
南
邱
塾
は
、
岡
村
の
柏
倉

九
郎
兵
衛
の
六
代
目
を
襲
名
し
た

通
称
「
敏
」
を
師
と
し
た
塾
で
、

天
保
４
年
（
１
８
３
３
年
）
以
降

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
天
明
２
年

（
１
７
８
２
年
）
に
同
家
に
生
ま

れ
、
の
ち
に
良
達
と
も
称
し
ま
し

た
。
漢
字
と
書
道
を
教
授
し
、
特

に
書
家
と
し
て
の
名
声
が
高
か
っ

た
よ
う
で
す
。
初
め
は
米
沢
藩
に

招し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
た
著
名
な
学
者
細
井

平
洲
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
ち
に
仙
台
瑞
鳳
寺
の
名
僧
南
山

禅
師
の
も
と
で
漢
学
と
書
法
を
学

び
ま
し
た
。
師
の
南
山
禅
師
は
、

「
日
本
外
史
」
の
著
者
で
江
戸
後

期
の
儒
学
者
、
史
家
の
頼ら

い
山さ

ん
陽よ

う
と

も
親
交
が
厚
か
っ
た
人
で
す
。
南

邱
の
号
は
師
の
名
の
一
字
を
許
さ

れ
た
も
の
で
、
天
保
４
年
、
５２
歳

の
と
き
に
帰
郷
す
る
に
あ
た
り
、

師
か
ら
惜
別
の
詩
書
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
帰
郷
後
、
塾
を
開
き
子
弟

の
教
授
に
あ
た
り
ま
す
が
、
自
ら

も
書
道
家
と
し
て
目
覚
ま
し
い
活

躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
天
保
６
年
（
１
８
３
５
年
）
前

柴
橋
代
官
池
田
仙
九
郎
但た

だ
季す

え
の
永

年
の
治
績
を
記
念
し
、「
池
田
府

君
仁
政
之
碑
」
が
日
和
田
村
（
現

寒
河
江
市
立
醍
醐
小
学
校
庭
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
碑
文

も
南
邱
が
５４
歳
の
と
き
の
揮き

毫ご
う

で

す
。
ま
た
、
町
内
に
残
る
も
の
と

し
て
は
、
菩
提
寺
で
あ
る
頼
円
寺

所
蔵
の
詩
書
双
幅
・
髙
橋
長
谷
雄

家
所
蔵
の
拓
本
、
小
塩
と
柳
町
八

坂
神
社
の
大
神
宮
碑
、
岡
の
岡
観

音
堂
の
幟
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遺

筆
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
声
は
高

く
、
当
時
、
村
山
地
方
第
一
の
書

家
と
し
て
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
塾
の
門
人
の

数
は
不
明
で
す
が
、
請こ

わ
れ
れ
ば

心
や
す
く
作
品
を
与
え
た
と
い
わ

れ
、
そ
の
人
柄
が
偲し

の
ば
れ
ま
す
。

南
邱
は
、
柳
沢
の
著
名
な
画
家
、

西
塔
太
原
と
も
親
交
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
嘉
永
７
年
（
１
８
５

４
年
）
３
月
、
病
に
よ
り
７３
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
　
　
　
第
１０
章
第
２
節　
教
育
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きれいなお花ありがとうございます

緊張しないコツや毎日の練習について質問

　１１月１２日、長年にわたり人権擁護活動に尽力し、その
功績が顕著であったとして、人権擁護委員の鈴木祐吉さ
ん（金沢）が法務大臣表彰を受賞しました。
　鈴木さんは、平成２２年から人権擁護委員として活動
し、地域の相談役として様々な相談を受け、人権問題の
解消に尽力するとともに、特に高齢者や障がい者の人権
に関わる問題についての人権啓発活動に積極的に取り組
んできました。
　また、人権擁護委員組織体においても、多年にわたり
要職を務め、運営に積極的な貢献をするなど、ほかの人
権擁護委員の模範となって活動されています。

　１１月８日・９日の２日間、町内の小・中学校で日本体育
大学助教・パラリンピック日本代表の辻沙絵選手と日本体
育大学パラアスリートブロック監督の水野洋子氏を迎え、

「限界を超える」と題したアスリート講話が行われまし
た。幼いころからスポーツが好きだった辻選手が、競技の
世界へ踏み出したきっかけや、パラ陸上競技のハイレベル
な戦いについて語りました。
　中山中学校では、「目標に向かってどのように歩んでい
くかが大切で、うまくいく日もあれば、うまくいかない日
もある。諦めないで取り組み続けることが必要」と勉強や
部活動を頑張る生徒たちにエールを送りました。

　１１月５日、長崎小学校３年生と人権擁護委員が法務
省の実施する「人権の花運動」に取り組みました。
　今回植えたのは小ぶりで可愛らしいパンジーです。
児童たちは町の人に元気になってほしいとの思いを込
めて植栽し、役場のほか長崎地区内の施設や店舗に鉢
を届けました。
　このほか、７月７日に豊田小学校、１０月１８日になか
やま保育園、１０月２５日にながさき幼稚園でも「人権の
花運動」が行われました。

高齢者と障がい者の人権問題を解消
法務大臣表彰を受賞

諦めないで挑戦し続けること
パラリンピアン辻

つじ

沙
さ

絵
え

選手による学校訪問交流事業

思いやりの心を育む　人権の花運動
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■
第
２
位

◎
剣
道
男
子�

近
松　
将
太

　
水
泳
女
子
１００
ｍ
平
泳
ぎ�

橋
本　
青
空

■
第
３
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

　
　
　
　
　
松
田
那
菜
・
志
村
優
衣
ペ
ア

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

　
　
　
　
　
今
井
春
輝
・
夛
田
太
月
ペ
ア

◎
剣
道
男
子�

西
堀　
颯
人

�

岸　
　
輝
空

◎
剣
道
女
子�

高
橋　
　
萌

■
ベ
ス
ト
８

◎
剣
道
男
子�

古
澤　
直
人

�

渡
部　
大
愛

◎
卓
球
男
子�

石
澤　
優
真

◎
卓
球
女
子�

長
岡　
柚
衣

■
ベ
ス
ト
１０

◎
卓
球
男
子�

鈴
木　
尊
嵐

◦
…
県
決
勝
大
会
出
場

団 

体

■
第
１
位

◦
剣
道
男
子

■
第
２
位

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

■
第
３
位

◦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

個 

人

■
第
１
位

◦
剣
道
男
子�

西
堀　
颯
人

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会　
結
果

◎
…
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場

■
第
１
位

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

◎
柔
道
女
子

■
第
２
位

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

◎
柔
道
男
子

◎
剣
道
男
子

■
第
３
位

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
サ
ッ
カ
ー

　
卓
球
男
子

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

個 

人

■
第
１
位

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

�

今
野
成
実
・
鳥
取
苑
子
ペ
ア

◎
柔
道
男
子
５５
㎏
級�

今
田　
隆
星

◎
柔
道
男
子
６０
㎏
級�

渡
辺　
京
詩

◎
柔
道
男
子
６６
㎏
級�

鈴
木　
愛
広

◎
柔
道
男
子
８１
㎏
級�

村
山　
優
弥

◎
剣
道
女
子�

奥
山　
陽
葵

◎
柔
道
女
子
５２
㎏
級�

三
浦　
桃
世

◎
柔
道
女
子
７０
㎏
超
級�

細
谷　
怜
未

◎
水
泳
女
子
１００
ｍ
平
泳
ぎ　
嶋
貫
ひ
よ
り

◎
水
泳
女
子
２００
ｍ
平
泳
ぎ　
嶋
貫
ひ
よ
り

◎
水
泳
女
子
５０
ｍ
自
由
形�

橋
本　
青
空

団 
体

東
村
山
地
区
新
人
大
会　
結
果

■
第
２
位

◦
柔
道
男
子�

今
田　
隆
星

�

村
山　
優
弥

◦
柔
道
女
子�

細
谷　
怜
未

■
第
３
位

◦
剣
道
女
子�

奥
山　
陽
葵

■
ベ
ス
ト
８

◦
剣
道
男
子�

近
松　
将
太

■
ベ
ス
ト
１６

◦
剣
道
女
子�

高
橋　
　
萌

団 

体

■
第
３
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

個 

人

■
第
１
位

　
柔
道
女
子�

細
谷　
怜
未

■
第
２
位

　
柔
道
男
子�

今
田　
隆
星

■
ベ
ス
ト
８

　
柔
道
男
子�

村
山　
優
弥

山
形
県
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会（
硬
式
テ
ニ
ス
）結
果

■
第
２
位

�
今
田
寛
花
・
齋
藤
優
衣
ペ
ア

県
決
勝
大
会　
結
果

　１１月２１日、県内１１チームが上山市から山形市までの２０．５㎞
（計５区間）を走る「ヤマザワカップ第３７回県女子駅伝競走
大会」が開催され、天童東村山チームの一員として中山中学
校３年生の柏倉四季さん（柳沢）が出場しました。
　四季さんは、３区を区間１位のタイムで走り抜け、チーム
総合３位に大きく貢献する快走でした。

山形県女子駅伝で活躍
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親子で力いっぱい引っ張り合う運動

メモをとりながら耳を傾ける参加者たち

＼follow me!!／ホームページ：
https://nym22clin.com

@ando_2022 中山町　安藤医院

水曜・土曜は半日、日曜・祝日はお休みです。

内科、循環器内科、呼吸器内科

〒990-0401 山形県東村山郡中山町大字長崎1144-1
お電話　023-662-5580

2022年4月開院2022年4月開院

オープニングスタッフを募集しています。
ご興味ある方はお電話、ホームページ、
instagramからお気軽にご連絡ください！

安藤医院　開設準備室
〒990-0025  
山形市あこや町3丁目４-3
お問い合わせ 担当 近藤
080-4427-3845

広
　
告

　１１月１９日、総合体育館でながさき幼稚園年長児と保護
者が、ＮＰＯ法人生涯スポーツ振興会アプルスの髙橋裕
子さんから、幼少期の運動と子どもの成長の関係性につ
いて学びました。
　「子どもの足の指や足の裏をマッサージしたり、骨に
沿ってさすったり、ちょっとした刺激が子どもの成長の
プラスになること」や足に合った靴の選び方、「幼少期に
成功体験をたくさんさせることが大切」といった話を聞
きながら、親子でできるふれあい遊びを教わりました。

●‌�１０月２９日、有限会社大津商会（大津和弘代表取締役）から中山中学校に、「今後の中山中生の活動育
成にご活用ください」と、バスケットボール用作戦ボードとＣＤラジカセが寄附されました。

【お詫びと訂正】‌�広報なかやま１１月号の８ページの寄附写真のキャプションに「岡部支部長」とありますが、
正しくは「森谷孝司副支部長」となります。

　１１月１７日、中央公民館で株式会社ジョイン専務取締役
の武田靖子さんを迎え、『マインドリセット～新しい時
代の、新しい自分へ～』と題した女性リーダー育成講座
が開催されました。
　講座では、自身の職場での経験や先進国の事例などを
踏まえながら、リーダーとしての心の持ち方や人として
の生き方、主体的に取り組むことの大切さなどを教わ
り、参加者たちは「自分自身を見つめる機会ができた」

「久しぶりに講座に参加して、勉強になり大変良かった」
と有意義な時間を過ごしました。

新しい時代に目を向ける　女性リーダー育成講座

日々の生活で子どもの成長を促そう
ＡＣＰ（アクティブ・チャイルド・プログラム）で
からだを動かす遊び

寄附ありがとうございます

3.12.153.12.15 14
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今 月 の 納 税 等
納期限　１月４日（火）

※①と②は納付書に記載された期間内であれば、
　コンビニエンスストアでも納付できます。

①固定資産税� ３期
②国民健康保険税� ６期
③介護保険料� ６期
④後期高齢者医療保険料� ６期

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ　☎６６２－２１１２
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※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

新型コロナワクチン追加接種（３回目）の予約方法について新型コロナワクチン追加接種（３回目）の予約方法について
ご予約は、接種券が届いてから！ご予約は、接種券が届いてから！

新型コロナウイルス感染症予防接種証明書の新型コロナウイルス感染症予防接種証明書の
　　　 デジタル化について（１２月中旬頃開始予定）　　　 デジタル化について（１２月中旬頃開始予定）

　新型コロナウイルスワクチン接種後、時間の経過に伴い、感染予防効果、重症化予防効果が低
下するとの報告があることを踏まえ、感染拡大と重症化を予防するため追加接種（３回目）を行
います。

　新型コロナワクチン接種証明書（電子版）がスマートフォン上で専用のアプリから申請・取得
して表示可能となります。申請にはスマートフォン（ios13.x以降もしくはAndroid OS8.x以降）・
マイナンバーカード・マイナンバーパスワード（券面事項入力補助用暗証番号）が必要です。希
望する方でマイナンバーカードをお持ちでない方は、マイナンバーカード申請から交付の準備ま
で概ね１か月かかりますので、お早めに申請してください。マイナンバーカードの申請相談につ
いては、住民税務課住民Ｇ（☎６６２－２５９３）へお問い合わせください。
　接種証明書の申請方法等詳細は、追って町公式ホームページ等でお知らせします。

１．接種券等が届きます
　・２回目接種後８か月を過ぎた方から順次郵送します。
　・高齢者等については１月中旬以降の発送となります。
　・「接種券が印字された予診票」と「接種済証」の用紙が届きます。
２．接種券等が届いたら、同封の案内書に沿って予約してください。予約の方法は３通りです
　①電話（中山町予約受付コールセンター）☎０１２０－５６７－３３９
　②インターネット予約
　③保健福祉センターに来所
　※町外で接種を受ける場合は町に予約する必要はありません。
　　（例）・お勤め先の医療機関で接種を受ける方
　　　　・入院や基礎疾患にて治療中のため町外の医療機関で接種を受ける方
　　　　・職域接種で接種を受ける方　　など
　※�単身赴任、里帰り出産、学生等で町外にお住まいの場合は住所地外届出の手続きをすること
でお住まいの居住地で接種できます。１回目・２回目で手続きが済んでいる方も再度手続き
が必要です。

３．接種を受けます
　町内での接種は１月下旬から開始予定です。ワクチンはファイザーおよびモデルナ（３回目接
種についての薬事承認後に限る）を使用する予定です。
●当日の持ち物　　町から届いた案内書が入った封筒の中身一式
　　　　　　　　　本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証等）

接種までの流れ（ワクチンの供給状況等により変更となる場合があります）

17 3.12.153.12.15



お知らせ版お知らせ版

新型コロナウイルス感染症の影響による生活福祉資金貸付【特例貸付】
申請受付期限の延長について

マイナンバーカードをつくってみませんか？

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により一時的に生活が困窮した世
帯を対象とした「緊急小口資金」、日常生活の維持が困難となっている世帯を対象とした「総合支
援資金（初回貸付）」の申請受付期限が令和４年３月末まで延長になりました。なお、「総合支援資
金（再貸付）」の、申請受付期間は令和３年１２月末で終了しますのでご注意ください。
　生活自立支援センターの面談を必要とする場合もありますので、詳しくはお問い合わせください。

　マイナンバーカードは、マイナンバーを証明する書類として利用できるほか、電子証明書を利用
した税の申告、本人確認のための身分証明書や健康保険証として利用することができます。
　※健康保険証利用には別途登録が必要です。
　中山町では、役場１階総合窓口でマイナンバーカード申請のお手伝いをしています。

　個人番号通知カードを紛失された方も初回交付手数料無料でマイナンバーカードに移行可能です
ので、窓口にてその旨をお伝えください。

【手続きに必要なもの】
　・本人確認書類（例：運転免許証）　　・個人番号通知カード
　※住民基本台帳カードをお持ちの方は住民基本台帳カードもお持ちください。
　顔写真については規定サイズ（縦４．５㎝×横３．５㎝、最近６か月以内に撮影したもの）の写真をご
準備いただくか、役場内でデジタルカメラでの顔写真撮影を行っています。デジタルカメラでの撮
影は無料です。

【手続きの流れ】
　書類の記入　⇒　顔写真の撮影（デジタルカメラ撮影希望の方）
　１０分～１５分程度で手続き終了です。
　手続きが終わったら１か月程度でご自宅へ本人限定受取郵便にてマイナンバーカードをお届けし
ます。
※窓口の混雑状況によって時間が前後する場合がございます。
※マイナンバーカードの申請については原則本人の申請になります。

個人番号通知カード マイナンバーカード

〈表面〉 〈裏面〉

※お問い合わせ先　社会福祉協議会（保健福祉センター内）　☎６６２－４３６１

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ（役場１階総合窓口）　☎６６２－２５９３

183.12.153.12.15



固定資産税（償却資産）の申告をお忘れなく

小型特殊自動車の登録について

　令和４年１月１日現在で中山町内に事業用の償却資産を所有している個人および法人の方は、地
方税法第３８３条（固定資産の申告）の規定により、償却資産について“申告”をする義務があります。
　町では１２月１６日（木）から償却資産を所有する方および町内の事業所等に、申告に係る書類一式を
送付しますので、「申告の手引き」を参照の上、下記の申告期限までに必ず提出されるようお願い
します。
　なお、申告が必要な方で申告書が届かない場合など、申告についてご不明な点は、下記までお問
い合わせください。

　乗用の農耕作業用の自動車（農耕トラクター、田植機、刈取脱穀作業車、農業用薬剤散布車等）
で最高速度35㎞／ｈ未満のものと乗用草刈り機は、小型特殊自動車に該当し、公道を走行しなくと
もナンバープレートを取得して取り付ける必要があります。まだ登録をしていない方は印かん、車
体番号等の車両の情報がわかるものをお持ちの上、住民税務課５番窓口で手続きをお願いします。
　なお、これらの車両は軽自動車税種別割の課税対象となるため、償却資産の申告は不要です。
　また、あくまでも交付されるナンバープレートは公道走行を許可するものではなく、課税標識と
なりますのでご注意ください。

資産の種類 資産の例（一部抜粋）
①構 築 物 舗装路面、広告塔、門、煙突、その他土地に定着する土木設備など

②機 械 お よ び 装 置 電気機械、印刷機械、コンベアー、加工修理等に使用する機械および
装置など

③船 舶 各種の海上および水上運搬具、ボート、貨物船、客船など

④航 空 機 人または物を搭載して航空の用に供することができる機器、飛行機、
ヘリコプター、グライダーなど

⑤車両および運搬具 フォークリフト等の特殊自動車など（自動車税、軽自動車税種別割の
課税対象となっているものは除く。）

⑥工具、器具および備品 レジスター、応接セット、陳列ケース、テレビ、測定工具、ロッカーなど

■　‌�正当な理由がなく申告しなかった場合または虚偽の申告をした場合には、地方税法第３８５条、
第３８６条および中山町町税条例第７５条の規定により懲役・罰金刑が科されることがあります。

■　‌�前年度まで申告している資産に異動がない場合や町内に資産がすでにない場合、事業の廃止や
休止の場合でも必ずその旨を申告してください。

⑴　償却資産の種類と具体例
　以下の事業用資産は、土地や家屋と同じように固定資産税が課税されます。

⑵　申　告　期　間　　　令和４年１月４日（火）～３１日（月）まで （期限厳守）
　期限間近は窓口が混み合いますので、令和４年１月１８日（火）までの申告書提出にご協力ください。
　なお、郵送やeLTAX（電子申告）による申告も受け付けています。
　※‌�eLTAXの詳しい内容や手続き方法については、eLTAXのホームページ（https://www.

eltax.lta.go.jp/）をご覧ください。

〒９９０ｰ０４９２　東村山郡中山町大字長崎１２０番地
中山町役場　住民税務課税務G（役場１階５番窓口）（郵送可）
☎６６２－２１１２

⑶　申告書の提出先
　　（お問い合わせ先）

※お問い合わせ先　住民税務課税務G　☎６６２－２１１２
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お知らせ版お知らせ版

１　試験区分・採用予定人数、受験資格

３　受験手続

令和４年４月１日から行政事務等に従事する職員を募集します。
中山町の将来像
『郷土の誇りを　未来につなぐ　ひとが輝く健幸のまち　なかやま
　　　　～思いやりの絆で築く　みんなの想いが響くまち～』

の実現を共に目指していく、チャレンジ精神旺盛な方のご応募をお待ちしています。

＊＊＊＊＊中山町職員を募集します＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊中山町職員を募集します＊＊＊＊＊

⑴年齢・資格要件等

⑵住所要件
　採用後において、特別な理由がある場合を除き中山町内に居住できる方とします。
　（注）次のいずれかに該当する者は、受験できません。
　　①日本国籍を有しない方
　　②地方公務員法第１６条に定める欠格条項に該当する方
　　　・�禁固以上の刑に処せられ、その執行を終えるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方
　　　・中山町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方
　　　・�日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

またはこれに加わった方
　　③以前、中山町職員採用試験を受験し、内定等を辞退した方

⑴　受験申込書については、次のいずれかの方法により取得してください。
　　①中山町役場　総務広報課庶務広報Ｇで直接受け取る。
　　②郵便により請求する。
　　　�封筒の表に『職員採用試験受験申込書請求』と朱書きし、受験したい試験区分を明記した書面（任意）と、

受験申込書の送付先が明記された１２０円切手を貼った返信用封筒（角形２号封筒）を必ず同封してください。
　　③ホームページから取得する。
　　　中山町役場ホームページ（ＵＲＬは下記を参照）からダウンロードしたものでも構いません。
　　　ただし、用紙は普通紙（Ａ４サイズ）を使用してください（※感熱紙は不可）。
⑵　提出書類
　　①中山町職員採用試験受験申込書（※受験者本人が自筆で記入してください。）
　　②受験票
　　③長形３号の封筒（受験票送付先を明記し、８４円切手を貼付すること）
⑶　受験票の交付　受け付け終了後、申込みの要件を満たしている場合は受験票を郵送します。
⑷　受 付 期 間　�１２月１日（水）～令和４年１月６日（木）まで、中山町役場総務広報課で受け付けます（郵送

の場合は、令和４年１月６日必着です）。
　　　　　　　　　�受付時間は、午前８時３０分～午後５時１５分です。なお、土・日曜日、祝日および年末年始

（１２月２９日～令和４年１月３日）は受け付けません。

試験区分 採用予定人員 年　齢　要　件　等

保　健　師 若干名 平成元年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方
または令和４年３月末日までに保健師資格を取得見込みの方

２　試験日、試験種目および試験会場
試　験 試　験　日 試　験　種　目 試験会場
第１次 令和４年１月２３日（日） 教養試験、専門試験および職場適応性検査 中山町役場
第２次 令和４年２月中下旬（予定） 作文試験および面接試験等 中山町役場

※�新型コロナウイルス感染症の影響等により、試験日程、試験会場等が変更となる場合があります（変更となる場合は、
中山町公式ホームページでお知らせします）。

※受験手続／採用試験に関するお問い合わせ先
中山町役場　総務広報課　庶務広報Ｇ（役場庁舎２階）
〒９９０－０４９２　山形県東村山郡中山町大字長崎１２０番地
☎６６２－２１１１　ＦＡＸ６６２－５１７６

ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｎａｋａｙａｍａ．ｙａｍａｇａｔａ．ｊｐ
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※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
設
整
備
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
６

町
営
広
瀬
住
宅

�
入
居
者
募
集
の
ご
案
内

⑴�

募
集
住
宅
の
名
称
等
区
分
（
住
宅
名
／
所　

在
地
／
家
賃
／
募
集
戸
数
）

　

�

町
営
広
瀬
住
宅
Ｂ
棟（
子
育
て
世
帯
向
け
）

３
Ｄ
Ｋ
／
中
山
町
大
字
長
崎
２
６
３
４
番

地
３
／
収
入
に
応
じ
た
家
賃
と
な
り
ま
す

／
１
戸

※�

募
集
戸
数
を
上
回
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合　

は
、公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

⑵�

受
付
期
間　
令
和
４
年
１
月
１１
日（
火
）～

２１
日（
金
）ま
で
の
役
場
開
庁
時
間
内
（
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

※�

受
付
期
間
中
に
応
募
が
な
い
場
合
は
期
間

を
延
長
し
、
先
着
順
で
の
受
付
と
な
り
ま

す
。

⑶�

入
居
申
込
み
の
で
き
る
資
格

　
①�

現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
②
原
則
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

　
③�

公
営
住
宅
法
に
お
け
る
収
入
基
準
額
が

月
額
１５
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
月

額
２１
万
４
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
④�

申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
親
族
が
暴
力

　
　
団
員
で
な
い
こ
と
。

　
⑤
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
⑥�

町
民
が
自
由
に
利
用
可
能
な
公
園
等
施

設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
立
地
条
件
に
理

解
を
い
た
だ
け
る
方
。

　
⑦�

同
住
宅
住
人
等
に
よ
る
自
治
会
を
組
織

し
、
自
治
会
に
加
入
す
る
と
と
も
に
活

動
に
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
。

⑷
入
居
申
込
み
に
必
要
な
書
類

　
①�

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
…
役
場
建
設
課

窓
口
に
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
②�
住
民
票
謄
本
（
申
込
者
お
よ
び
同
居
親

族
の
世
帯
全
員
分
）

　
③�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
の
所
得
を
証

明
す
る
左
記
の
書
類

　
　
・
最
新
の
所
得
課
税
証
明
書

　
※�

１６
歳
未
満
や
高
校
在
学
中
の
方
の
分
は

不
要
で
す
。

　
④
納
税
証
明
書
（
申
込
者
の
分
の
み
）

　
⑤�

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

※�

申
込
み
に
不
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受
付

と
入
居
が
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
子
ど
も
教
室
担
当（
生
涯
学
習
Ｇ
）

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

子
ど
も
た
ち
と
昔
の
遊
び
を

�

し
ま
せ
ん
か

　
「
中
山
町
子
ど
も
教
室
」
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
昔
の
遊
び
を
教
え
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
昔
の
遊
び
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時　
令
和
４
年
１
月
１５
日（
土
）

�

午
前
９
時
～
１０
時

●�

場
所　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●�

内
容　
お
手
玉
、お
は
じ
き
、あ
や
と
り
、

け
ん
玉
な
ど

●�

申
込
方
法　
１２
月
１６
日（
木
）～
２３
日（
木
）

ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６
２
‐
５
１
７
６

令
和
４
年
新
春
を
祝
う
会

�

開
催
の
ご
案
内

　
令
和
４
年
の
新
年
を
祝
う
と
と
も
に
中
山

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
「
新
春
を

祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
新
春
の
ひ
と
と

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
、
例
年
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
開
催

し
ま
す
。
飲
食
の
提
供
は
行
わ
ず
、
式
典

の
み
執
り
行
い
ま
す
。

●�

日
時　
令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

�

午
後
３
時
３０
分
～
４
時

●
会
場　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●
会
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
当
日
、
会
場
で
受
け
付
け
ま

す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

飲酒運転は犯罪です飲酒運転は犯罪です
年末は忘年会などでお酒を飲む機会が多くなります。
飲酒運転は「しない・させない・ゆるさない」を徹底しましょう。
もし、飲酒運転をした場合、罰則・罰金だけではなく　免許取り消し処分　に
なることも…。飲酒運転は絶対にやめましょう。

※お酒を飲んで自転車に乗ることも飲酒運転となり、
　罰則・罰金の対象となります！！！

中山町冬の交通安全町民運動　１２月２０日（月）まで展開中

●
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
会
直
前
ま
で

に
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
中

止
の
場
合
は
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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お知らせ版お知らせ版

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

除
雪
用
具
の
貸
出
に
つ
い
て

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
自
力
で
除
排

雪
が
で
き
な
い
世
帯
や
、
生
活
道
路
等
の
除

排
雪
作
業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

除
雪
用
具
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　
町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど

●
貸
出
用
具　
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
ア
ル
ミ
ス

コ
ッ
プ
、ポ
リ
カ
雪
ハ
ネ
、ポ
リ
カ
ス
コ
ッ

プ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ロ
ー
プ
な
ど

●
事
業
期
間　
令
和
４
年
３
月
３１
日（
木
）ま

で
●
貸
出
期
間　
１
回
の
貸
出
は
原
則
３
日
以

内
。
た
だ
し
、
返
却
日
が
休
日
に
あ
た
る

場
合
は
休
日
明
け
の
午
前
中
ま
で
。
除
雪

用
具
貸
出
お
よ
び
返
却
は
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
ま
で
の
時
間
帯

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
費
用　
無
料
。
た
だ
し
、
用
具
の
運
搬
は

各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法　
貸
出
希
望
日
の
平
日
２
日
前

ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

※
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
傷
害
保
険

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
対
象
と

小型除雪機の貸出について
　高齢者、障がい者など自力で除排雪ができない世帯や生活道路等の除排雪作業を行うボランティ
ア団体等に対し、町が保有する小型除雪機の貸出を行います。

貸 出 先 町内会、消防団、ボランティア団体など

貸 出 機 械
および歩板

・小型除雪機（ハンドガイド式）１１．８馬力級
・（アルミ）歩板　一式

貸 出 期 間 １回の貸出は原則２日以内（休日中の貸出は休日前の夕方～休日明けの朝まで）

費 　 用
貸出料は無料です。
燃料費、傷害保険料および賠償保険料、除雪機の運搬経費は貸出を受ける団体
等の負担となります。

条 　 件
１．‌�除雪機を操作する人は、傷害保険および賠償保険に加入しなければなりま
せん。（社会福祉協議会のボランティア保険への加入が可能な場合は加入手
続きをお願いします。）

２．除雪機の操作経験者がいることが望ましいこととします。

申 請 方 法 貸出希望日の平日２日前までに、申請書を健康福祉課に提出してください。（申
請書は健康福祉課にあります）

注 意 事 項 除雪機の貸出および返却は、平日の午前８時３０分～午後５時１５分までの時間帯
でお願いします。

お問い合わせ先 健康福祉課福祉子育て支援Ｇ　☎６６２－２６７３

し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
」（
年

度
間
１
人
あ
た
り
３
５
０
円
）を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

�

開
設
し
ま
す

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁
護

士
が
助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日
時　
１２
月
２２
日（
水
）

�

午
後
１
時
１５
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど

●
相
談
料　
無
料

●
定
員　
先
着
５
組

●
予
約
方
法　
電
話
受
付

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、来
場
前
の
検
温
、マ
ス
ク
の
着
用
、

来
場
時
の
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
危
機
管
理
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

毎
月
１
日
正
午
の
サ
イ
レ
ン
は
、

令
和
４
年
１
月
１
日
よ
り
廃
止

し
ま
す
。
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道路の除雪作業にご協力ください
　降雪期になり、道路交通の確保のため、降雪量に合わせて道路の除雪を行います。円滑な除雪を
実施するために、皆さんには次のことにご理解とご協力をお願いします。
１.間口の雪処理にご協力ください
　除雪は原則として道路（歩道）のみ行います。間口除雪や個別対応した除雪は、全体の完了時間
を確保するため、対応できません。雪片付けや通路確保などに不安のある方は、自治会に相談され
るなど、地域で協力し合い除雪をお願いします（地区による除雪に対する支援制度があります）。
２.路上駐車はやめましょう
　路上駐車は、除雪の妨げとなるだけでなく、緊急車両の通行の支障となりますので、絶対にしな
いでください。※山形警察署の指導により、発見し次第、警察に通報することとなっています。
３.道路（車道や歩道）への雪出しはやめましょう
　 除雪後の道路に、家庭や事業所の雪を押し出すのは、道路に凹凸を生じさせ、交通事故や交通
障害の原因となり危険です。屋根の雪、宅地内の雪は道路に出さないでください。個人の宅地内の
排雪を行う場合は、指定の雪捨場へ搬入してください。
４.落雪対策をしましょう
　屋根からの落雪は、交通障害を起こすだけでなく、人命に関わることがありますので、危険な場
所については、落下防止策を講じたり、雪下ろしをしたりしてください。
５.庭木の枝が除雪作業の障害になる場合があります
　庭木の枝が積雪により道路にはみ出し、除雪作業の支障になる場合がありますので、はみ出すお
それのある枝は事前に伐採するか、縄等で固定するようにしてください。
６.側溝に雪を捨てないでください
　側溝に雪を捨てると、側溝が詰まり、水害が発生することがありますので、側溝に雪を捨てない
でください。
７.雪押し場の確保をお願いします
　各地区に設定してある除雪路線ごとの雪押し場（空き地、農地等）の借地は、地元で所有者の方
へ連絡などの対応等をお願いします。
８.除雪作業による事故等について
　除雪車による工作物等の破損が発生した場合は、直ちに町へ連絡していただきますようお願いします。
※‌�今年度から当面の間、雪捨場は町内２か所に設定します。詳しくはお知らせ版12月1日号をご覧
ください。

※お問い合わせ先　建設課建設整備Ｇ　☎６６２－２１１６

水道の冬じたくはお済みですか？水道の冬じたくはお済みですか？
　最低気温がマイナス４℃以下になると、ご家庭の水道管やメーターなどが凍り、水が出なくなったり、
破裂して水が漏れたりする被害が予想されますので、冬じたくを心がけ、凍結防止に努めましょう。
◎凍結を防ぐために
　・屋外に露出している水道管には、保温材など取り付けましょう。
　・メーターボックスの中には、発泡スチロールなどの保温材を敷き詰めて保温しましょう。
　・夜間または長期不在など長時間水を使わないときは、水抜きをしましょう。
◎万が一、凍結・破裂したら
　・‌�トラブル発生時は『すいどうだより』（毎年発行）に記載されている「指定給水装置工事事業者」
に修理を依頼してください。

※‌�冬季期間もメーター検針を行います。メーターボックス周辺の除雪を行うなど、検針へのご協力
をお願いします。

※お問い合わせ先　最上川中部水道企業団　☎６６２－２１６３
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お知らせ版お知らせ版

消費生活の窓口から消費生活の窓口から 百貨店の名称をかたる偽通販サイトにご注意を！
～「高島屋」などの大手百貨店がかたられています～

【アドバイス】
◆‌�百貨店が通販サイトで高級ブランド品を大幅な値引きで販売することは通常はありません。百貨店の名
称をかたった広告や偽通販サイトの可能性が高いです。

◆‌�百貨店のロゴマークや名称が掲載された通販サイトでも偽通販サイトの可能性があります。商品を注文
する前に販売サイトを隅々まで確認しましょう。

◆‌�代金引換で宅配業者に代金を支払って商品を受け取ってしまうと、後で商品が偽物だとわかっても宅配
業者からの返金は困難です。

◆‌�不安に思った場合や、トラブルが生じた場合は、すぐに消費生活相談窓口か消費者ホットライン１
い や や
８８

（局番なし）に相談しましょう。
※‌�詳しくは、国民生活センターホームページ「百貨店の名称をかたる偽通販サイトにご注意ください！―
「高島屋」などの大手百貨店がかたられています―」をご覧ください。

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２－２５９３

※お問い合わせ先　ながさき幼稚園　☎６６２－２３４５

　「ＳＮＳ等で、百貨店の支店や免税店が閉店になること等を理由に、高級ブランド品を大幅な値
引きで販売するという広告から、大手百貨店をかたる偽通販サイトに誘導されて商品を注文してし
まった」というインターネット通販に関する相談が全国的に寄せられています。
〈事例〉‌�スマートフォンでSNSを見ていたところ、「格安でセールをする」という広告を見つけア

クセスした。定価約２８万円の海外の有名ブランドのバッグが約２万円で売られており、通
販サイトには大手百貨店のロゴマークが表示されていたので信用して、氏名、住所、電話
番号、メールアドレスを入力して注文した。支払い方法は代金引換しか選択できなかった。
注文後に、注文完了メールが届かなかったため不審に思い、大手百貨店のホームページを
確認したところ、偽通販サイトについて注意喚起されており、他にも検索したら同様の偽
通販サイトのトラブルの情報が見つかった。（６０歳代 女性）

ながさき幼稚園「ひよこの会」のご案内ながさき幼稚園「ひよこの会」のご案内
　ながさき幼稚園では子育てひろばを開催し、年間を通して楽しい遊びをしています。
　未就園児の楽しいお遊びをしますので、ぜひご来園ください。事前予約は不要です。
　新型コロナウイルス感染防止対策により時間短縮など時間や内容を見直して開催しますので、参
加する方は、風邪の症状、発熱などないことを確認し、保護者の方はマスク着用でご来園ください。
※今後のひよこの会の予定は、ながさき幼稚園ホームページに掲載しています。
　また、新型コロナウイルスの感染状況で中止になる場合は、ながさき幼稚園ホームページでお知
らせします。
☆１２月２２日（水）　親子でリトミック・子育て講座

●時　間　午前１０時１０分～１１時頃
●場　所　ながさき幼稚園　遊戯室
●内　容　・親子で楽しむリトミック
　　　　　・子育て講座「ゆったり・ゆっくり子育て講座」講師　大沼 千絵 氏
　　　　　　　…‌�山形県家庭教育アドバイザー・県スクールカウンセラーの講師による楽しい

子育て講座を開催します。
　　　　　・子育て相談タイム（お気軽にお声がけください）
●持ち物　水筒、おむつ、着替え、上履き持参でお願いします。
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先

※各事業については、新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更になる場合があります。

健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事　業　名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付

１２／２８（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　‌�印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、
個人番号通知カード等）と本人確
認ができるもの（個人番号カード、
運転免許証等）

※‌�この日時で妊婦さん本人の都合がつかない
場合はご連絡ください。

１／１１（火）
９：００～１０：００

定 期 健 康 相 談

１２／２８（火）
１０：３０～１１：３０ 生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行

います。１／１１（火）
１０：３０～１１：３０

育 児 相 談
【 予 約 制 】

１２／２８（火）
１０：３０～１１：３０

保健福祉
センター

育児全般について、保健師・助産師・管理栄
養士が相談に応じます。前日まで電話でご連
絡ください。

１歳６か月児健診
１／５（水）
受付時間は
個別通知で

お知らせします。

保健福祉
センター
検診ホール

令和２年４月～６月生まれのお子さんと前回
未受診のお子さん
●持ち物　‌�母子手帳、問診票、「健やか親子

２１」質問票、コロナ対策用問診票、
交換用おむつ、バスタオル

認知症になっても安心して暮らせる
まちづくりを目指しています

　高齢者の見守りのため見守りシール交付事業を実施してい
ます。シールを身に着けた方を見かけたら、
①ご本人の正面から優しく声掛けしてください。
②�道に迷ったり困ったりしている様子なら、スマートフォン

※お問い合わせ先　健康福祉課介護支援Ｇ　☎６６２－２４５６

で、シールを読み取り家族と
連絡をとるか、最寄りの駐在
所に連れて行くか、１１０番
通報してください。

みほんみほん
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

　１０月３０日・３１日、ＮＰＯ法人柏倉家文化村（飯
野清治代表）主催の秋の収穫祭が、ポケットパー
ク「岡縁里」で開催され、町内外から訪れた親子
連れで賑わいました。
　３０日は大鍋で作られたあつあつの芋煮がふるま
われたほか、Ｏ

オ ラ イ
ｒａｉカフェやリサイクル市、絵

本販売（出店：ヒカリノアトリエ）、りんごやラ・
フランス、大根などの農作物が販売されました。
　中でも特に人気だったのが、手作りピザ窯で焼
くピザ作り体験です。ピザソースの上に、枝豆や
ウインナー、チーズなど、好きな具材を好きなだ
けトッピングできるピザ作りは子どもから大人ま
で大人気で、皆さん、でき立てのピザを美味しそ
うに食べていました。
　東根市から訪れた親子は「初めて作ったけれど
とても美味しかったです。子どもも楽しんでくれ
て、思わず具材をたくさん乗せてしまいました」と、
初めてのピザ作りを楽しみました。

アイ
ラブ

Vol.64
ＩＩ

すてきな絵本　見つかるかな

あつあつ芋煮で心も体もぽかぽか
に

次は何を乗せようか
な

心も体もほっとする心も体もほっとする

岡岡
お か え りお か え り

縁里縁里  秋の収穫祭秋の収穫祭 開催 開催
やってみっべ
補助金
活用事業

※お問い合わせ先
　　ＮＰＯ法人柏倉家文化村
　　　　☎６６６−３９００

中山町大字岡１７ 柏倉喜作家 敷地内
岡 縁 里
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